
いちごドリルプリント

気象・天気 名前

問1 金属製のコップに室温と同じ温度の水を入れ、氷水を少しずつ加えてガラス棒でかき混ぜながら温度を下げていく実験を行いました。コップの
表面がくもり始めたときの現象と空気の状態について、正しく説明しているものを選びなさい。 （2015年 福岡県公立入試 類似）

1. コップの中の冷たい水が、金属の
小さな隙間を通って外側にしみ出し
てきた。

2. コップの周囲にある空気の温度が
上がり、空気中の水蒸気が急激に蒸
発した。

3. 空気の温度が下がることで飽和水
蒸気量が大きくなり、水蒸気が空気
中にいられなくなった。

4. コップの周囲の空気が冷やされて
露点に達し、水蒸気が凝結して水滴
が付着した。

問2 気温と湿度が異なる4つの部屋を用意し、それぞれに同じ量の水で濡らしたタオルを干しました。タオルの水分が最も早く蒸発し、短時間で乾く
と考えられる条件はどれですか。なお、風の影響はないものとします。 （2018年 大阪府公立入試 類似）

1. 気温30度・湿度50% 2. 気温20度・湿度50% 3. 気温20度・湿度75% 4. 気温30度・湿度75%

問3 気温が27℃で湿度が80％の部屋がある。27℃における飽和水蒸気量を25.8g/m³、23℃における飽和水蒸気量を20.6g/m³、20℃における飽和
水蒸気量を17.3g/m³とすると、この部屋の空気の露点として最も適切な温度はどれか。 （2017年 鳥取県公立入試 類似）

1. 27℃ 2. 20℃ 3. 25.8℃ 4. 23℃

問4 海岸付近において、日中に海から陸へと風が吹くのは、陸と海（水）で「温まりやすさ」に違いがあるためです。この理由を「比熱」という言
葉を用いて説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2026年 和歌山県公立入試 類似）

1. 水の比熱は陸の物質に比べて小さ
いため、同じ熱量を受けても日中は
海の方が陸よりも温度が上がりやす
いから。

2. 水の比熱は陸の物質に比べて大き
いため、同じ熱量を受けても日中は
陸の方が海よりも温度が上がりやす
いから。

3. 陸の比熱は水に比べて大きいため
、同じ熱量を受けても日中は海の方
が陸よりも温度が上がりやすいから
。

4. 水も陸も比熱は等しいが、海面の
方が太陽光を反射しやすく、熱を吸
収しにくい性質を持っているから。

問5 空気中の水蒸気が冷やされ、水滴に変わり始める時の温度を何というか。用語として正しいものを選びなさい。 （2021年 鳥取県公立入試 類似）

1. 氷点 2. 露点 3. 融点 4. 沸点

問6 地上天気図において、低気圧の周辺などで等圧線の間隔が非常に狭くなっている場所がある。このような場所で見られる現象と、その理由につ
いて正しく説明しているものはどれか。 （2015年 大阪府公立入試 類似）

1. 気圧の変化が緩やかなため、風が
強く吹く

2. 気圧の変化が急なため、風が強く
吹く

3. 気圧の変化が急なため、風がほと
んど吹かない

4. 気圧の変化が緩やかなため、風が
ほとんど吹かない

問7 6月から7月にかけての梅雨の時期には、曇りや雨の日が長く続くことが多くあります。このとき発生している停滞前線が、ほとんど同じ場所に
留まり続ける理由を説明したものとして適切なものはどれですか。 （2017年 山形県公立入試 類似）

1. あたたかい気団と冷たい気団の勢
いがほぼ同じで、ぶつかり合ったま
ま押し合う力が釣り合っているため

2. あたたかい気団と冷たい気団がぶ
つかった場所で、両方の気団が消滅
して新しい空気の塊ができるため

3. 冷たい気団があたたかい気団の下
にもぐり込み、2つの気団が激しく混
ざり合って性質が変化するため

4. あたたかい気団の勢いが冷たい気
団よりも非常に強く、冷たい気団を
ゆっくりと北へ押し返しているため

問8 乾湿計において、湿球温度計の示度が乾球温度計の示度よりも低くなるのはなぜか。その原理を説明したものとして適切なものはどれか。
（2019年 山口県公立入試 類似）

1. 湿球のまわりに空気中の水蒸気が
凝縮して熱が発生し、周囲の空気を
冷やすから。

2. 湿球温度計は直射日光を反射しや
すく、乾球温度計よりも熱を吸収し
にくい構造だから。

3. 乾球温度計は空気中の水蒸気によ
る圧力を直接受けることで、温度が
上昇しやすいから。

4. 湿球を包む水の蒸発が周囲から熱
を奪うため、空気の乾燥度合いに応
じて温度が下がるから。

問9 日本列島の南東方向にあたる太平洋上で発達し、夏になると勢力を強めて日本列島を覆い、蒸し暑い天候をもたらす気団の名称として最も適切
なものはどれか。 （2023年 栃木県公立入試 類似）

1. 揚子江気団 2. シベリア気団 3. オホーツク海気団 4. 小笠原気団

問10 天気図記号における「風向」の定義と、記号内での表現方法について説明したものとして、最も適切なものを選びなさい。 （2018年 埼玉県公立入試

類似）

1. 風向は風が吹いてくる方向を指し
、記号では中心の円から風が吹いて
くる向きへ棒を伸ばして表現する。

2. 風向は風の強さによって決まる方
向を指し、記号では羽の向きを変え
ることで表現する。

3. 風向は風が吹き去っていく方向を
指し、記号では中心の円から風が流
れる向きへ棒を伸ばして表現する。

4. 風向は風が吹いてくる方向を指し
、記号では中心の円の中にその方位
を示す漢字を記入して表現する。

問11 乾湿計を用いて湿度を求める際、気温をそのまま示す温度計の名称と、水で湿らせたガーゼを球部に巻いた温度計の名称の組み合わせとして正
しいものを、次の語群から選びなさい。 （2022年 京都府公立入試 類似）

1. 気温を示すのが乾球、ガーゼを巻
いたのが気圧計

2. 気温を示すのが乾球、ガーゼを巻
いたのが湿球

3. 気温を示すのが露点計、ガーゼを
巻いたのが湿球

4. 気温を示すのが湿球、ガーゼを巻
いたのが乾球

問12 晴れた日の昼間、太陽の光が原因となって上昇気流が発生し、雲ができることがあります。このとき、自然界で上昇気流が発生する最初のきっ
かけとして、最も適切な説明はどれですか。 （2021年 奈良県公立入試 類似）

1. 太陽の光が空気を直接あたため、
軽くなった空気が上昇する。

2. 太陽の光が上空の雲をあたためる
ことで、雲の中の温度が上がり上昇
気流が生じる。

3. 太陽の光によって地面があたため
られ、その地面に接した空気があた
ためられて上昇する。

4. 太陽の光が海水を蒸発させ、発生
した水蒸気が周囲の空気を押し上げ
ることで上昇する。

問13 午前6時にはある地点の西側にあった寒冷前線が、午後15時にはその地点を通り過ぎて東側へ移動していた。この間の気象の変化と、その理由に
ついて述べた文として正しいものはどれか。 （2018年 福井県公立入試 類似）

1. 低気圧の中心が遠ざかったため、
寒冷前線の通過に関わらず気温と気
圧はともに上昇した。

2. 寒気が暖気を押し上げながら通過
したため、通過時に強い雨が降り、
通過後は気温が下がった。

3. 暖気と寒気の勢力が拮抗していた
ため、前線がその地点に留まり、長
時間にわたって気温が一定であった
。

4. 暖気が寒気の上にのぼりながら通
過したため、通過時は弱い雨が降り
、通過後は気温が上がった。


